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国の調査項目との比較

栃木県ヤングケアラー実態調査 報告書  概要版 
 
 

この度、栃木県では、県内におけるヤングケアラーの実態について把握し、ヤングケアラー及びその

家庭への支援策並びに支援体制を確立する際の基礎資料とするとともに、調査を通じてヤングケアラ

ーに関する社会的認知度の向上及び理解促進を図ることを目的として、本調査を実施しました。 
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【調査の概要】 

 

 

 

 

【概要版の見方】 
概要版では、一部の設問について、以下のとおり実施された国の調査結果と比較をしている。 

  

調査対象 ・県内の小学６年生、中学２年生、高校２年生：約 52,000 人 
・県内の公立及び私立小中高校：約 600 校 

回 収 数 ・県内の小学６年生、中学２年生、高校２年生：約 41,000 人 
・県内の公立及び私立小中高校：約 400 校 

調査期間 ・児童・生徒向け：令和４（2022）年７月５日から７月 31 日まで 
・学校向け：令和４（2022）年７月６日から８月 19 日まで 

実施方法 ・タブレット等を用いた Web 上での回答を基本とし、学級時間やロングホームルーム等、学校時間
を活用して実施 

・調査の実施に先立ち、教員からヤングケアラーに関する啓発を実施 

〇厚生労働省「ヤングケアラーの実態に関する調査研究報告書」（令和３年３月） 

調査対象 ・全国の公立中学校から層化無作為抽出された 1,000 校に在籍する中学２年生 
 全国の公立高等学校（全日制）から層化無作為抽出された 350 校に在籍する高校２年生 
各都道府県から１校ずつ無作為抽出された公立の定時制高校、通信制高校に在籍する高校
２年生相当の生徒：約 168,000 人 

・全国の公立中学校 1,000 校、公立高等学校（全日制）350 校を層化無作為抽出、公立
の定時制高校、通信制高校をそれぞれ各都道府県から１校ずつ無作為抽出：約 1,440 校 

回 収 数 ・全国の中学２年生、高校２年生、高校２年生相当：約 13,800 人 
・全国の公立中学校、高等学校（全日制、定時制、通信制）：約 1,000 校 

調査期間 ・生徒向け：令和２（2020）年 12 月 21 日から令和３（2021）年１月 31 日 
       ※通信制高校：令和３（2021）年１月 26 日から令和３（2021）年２月 28 日 
・学校向け：令和２（2020）年 12 月から令和３（2021）年２月 

実施方法 ・生徒向け：学校を通じて調査回答フォームの QR コード、URL を記載した調査概要を配付し、
Web 上で回答・回収 

・学校向け：郵送配布、郵送回収 

〇厚生労働省「ヤングケアラーの実態に関する調査研究報告書」（令和４年３月） 

調査対象 ・全国の小学校から層化無作為抽出された 350 校に在籍する小学６年生：約 24,500 人 
・全国の小学校から層化無作為抽出：約 350 校 

回 収 数 ・全国の小学６年生：約 9,800 人 
・全国の小学校：約 260 校 

調査期間 ・生徒向け：令和４（2022）年１月 
・学校向け：令和４（2022）年１月 

実施方法 ・生徒向け：学校を通じて調査票を児童に配布、児童は原則自宅に持ち帰り回答の上郵送回収 
・学校向け：郵送配布、郵送回収 
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お世話をしている家族の有無 〔単数回答〕 

 
 

 

 

 

 
 
 

①小学６年生                        ②中学２年生 

 

 
 
 
 
 

③全日制高校２年生                    ④定時制高校２年生相当 

 
 
 
 
 
 

⑤通信制高校２年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

テーマ 2１ 
ヤングケアラーの実態・特徴を見る 

ｎ=

県 14,621

国 9,759

12.0

6.5

87.1

93.5

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

ｎ=

県 12,346

国 7,407

5.0

4.1

94.3

94.9

0.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

ｎ=

県 13,618

国 5,558

8.2

5.7

91.1

93.6

0.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

ｎ=

県 168

国 366

10.7

8.5

88.7

89.9

0.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

ｎ=

県 101

国 445

4.0

11.0

95.0

88.1

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

●お世話をしている家族が「いる」割合は、国の調査と比較して全体的に高い傾向にある。 

●しかし、お世話をしている頻度は、国の調査と比較して少ない傾向にある。 

・お世話をしている家族が「いる」割合は国と比較して高い傾向 
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お世話の頻度 〔単数回答〕 

平日 1 日あたりにお世話に費やす時間 〔単数回答〕 

 
 
 
 

①小学６年生 

 

 

 

②中学２年生 

 

 

 

③全日制高校２年生 

 
 
 
 
 
 

①小学６年生 

 

 

 

 

 

②中学２年生 

 

 

 

 

③全日制高校２年生 

 
 
 
 
（注）時間の区分は国の調査にあわせて設定している。 
  

ｎ=

県 623

国 307

37.4

47.6

12.7

16.9

12.5

10.4

9.5

6.8

2.6

2.0

25.4

16.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に３～５日 週に１～２日
１ヶ月に数日 その他 無回答

ｎ=

県 1,122

国 319

35.3

45.1

16.1

17.9

15.4

14.4

10.4

4.7

1.0

4.1

21.7

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に３～５日 週に１～２日
１ヶ月に数日 その他 無回答

ｎ=

県 1,748

国 631

33.8

52.9

20.1

16.0

17.3

14.4

9.0

5.5

0.9

1.4

18.8

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に３～５日 週に１～２日
１ヶ月に数日 その他 無回答

ｎ=

県 623

国 307

40.0

35.8

18.8

24.4

8.0

10.7

33.2

29.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
３時間未満 ３～７時間未満 ７時間以上 無回答

ｎ=

県 1,122

国 319

44.4

42.0

18.4

21.9

7.0

11.6

30.2

24.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
３時間未満 ３～７時間未満 ７時間以上 無回答

ｎ=

県 1,748

国 631

1.3

7.4

32.7

27.4

12.7

17.6

9.6

9.5

3.7

5.4

4.3

5.2

2.1

2.7

8.6

7.1

25.1

17.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満 １～２時間未満 ２～３時間未満
３～４時間未満 ４～５時間未満 ５～６時間未満
６～７時間未満 ７時間以上 無回答

テーマ 2１ 
ヤングケアラーの実態・特徴を見る 
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お世話を必要としている家族（上位３項目） 〔複数回答〕 

 (お世話の頻度)ほぼ毎日の生徒  (お世話の頻度)ほぼ毎日の生徒  (お世話の頻度)ほぼ毎日の児童 

 (お世話の時間)3-7 時間の生徒  (お世話の時間)3-7 時間の生徒  (お世話の時間)3-7 時間の児童 

 (お世話の時間)7 時間以上の生徒  (お世話の時間)7 時間以上の生徒  (お世話の時間)7 時間以上の児童 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

①小学６年生               ②中学２年生               ③全日制高校２年生 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．きょうだい 62.7％ 
２．母親 23.6％ 
３．祖母 20.2％ 

１．きょうだい 68.9％ 
２．母親 29.0％ 
３．父親 19.7％ 

１．きょうだい 71.4％ 
２．お母さん 33.0％ 
３．お父さん 24.4％ 

１．きょうだい 62.4％ 
２．母親 28.2％ 
３．父親、祖母 17.1％ 

１．きょうだい 71.8％ 
２．母親 27.2％ 
３．祖母 16.5％ 

１．きょうだい 72.3％ 
２．お母さん 28.0％ 
３．お父さん 20.1％ 

１．きょうだい 48.0％ 
２．祖母 26.0％ 
３．母親 18.0％ 

１．きょうだい 65.8％ 
２．母親、父親 25.3％ 
  

１．きょうだい 66.2％ 
２．お母さん 36.4％ 
３．お父さん 22.5％ 

 

●お世話を必要としている家族は、「きょうだい」が多い。 

●特に、お世話の頻度が「ほぼ毎日」の児童・生徒、平日１日あたりにお世話に費やす時間が３時間以上

の児童・生徒で「きょうだい」が多くなっている。 

・お世話をしている家族は「きょうだい」が多く、お世話の頻度が高い
児童・生徒やお世話の時間が長い児童・生徒で特に多い 

 

n=1,748

きょうだい

お母さん

お父さん

50.3

37.0

25.3

0 50 100
(%)

n= 623

きょうだい

母親

父親

42.5

32.4

22.8

0 50 100
(%)

n=1,122

きょうだい

母親

父親

48.9

34.8

23.1

0 50 100
(%)

ｎ=233 ｎ=396 ｎ=591 

ｎ=117 ｎ=206 ｎ=343 

ｎ=50 ｎ=79 ｎ=151 
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お世話の内容（上位３項目） 〔複数回答〕 

 (お世話の頻度)ほぼ毎日の生徒  (お世話の頻度)ほぼ毎日の生徒  (お世話の頻度)ほぼ毎日の児童 

 (お世話の時間)3-7 時間の生徒  (お世話の時間)3-7 時間の生徒  (お世話の時間)3-7 時間の児童 

 (お世話の時間)7 時間以上の生徒  (お世話の時間)7 時間以上の生徒  (お世話の時間)7 時間以上の児童 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①小学６年生               ②中学２年生               ③全日制高校２年生 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

１．家事 58.4％ 
２．見守り 48.1％ 
３．きょうだいのお世 

話や送り迎えなど 
37.3％ 

１．家事 49.0％ 
２．見守り 47.2％ 
３．きょうだいのお世 

話や送り迎えなど 
38.9％ 

１．見守り 45.3％ 
２．家事 43.8％ 
３．話を聞く、話し相 

手になるなど 
32.5％ 

１．家事 59.0％ 
２．見守り 57.3％ 
３．きょうだいのお世 

話や送り迎えなど 
37.6％ 

１．見守り 54.4％ 
２．家事 52.4％ 
３．きょうだいのお世 

話や送り迎えなど 
41.7％ 

１．見守り 53.9％ 
２．家事 43.4％ 
３．話を聞く、話し相 

手になるなど 
35.3％ 

１．見守り 60.0％ 
２．家事 54.0％ 
３．きょうだいのお世 

話や送り迎えなど 
42.0％ 

１．見守り 53.2％ 
２．家事 50.6％ 
３．きょうだいのお世 

話や送り迎えなど 
48.1％ 

１．見守り 51.7％ 
２．家事 48.3％ 
３．話を聞く、話し相 

手になるなど 
36.4％ 

ｎ=396 ｎ=591 

ｎ=117 ｎ=206 ｎ=343 

n= 623

家事

見守り

きょうだいのお世話や
送り迎えなど

44.5

31.8

20.2

0 25 50
(%)

n=1,122

家事

見守り

きょうだいのお世話や
送り迎えなど

42.2

35.3

21.7

0 25 50
(%)

n=1,748

家事

見守り

話を聞く、
話し相手になるなど

40.2

33.0

25.1

0 25 50
(%)

ｎ=50 ｎ=79 ｎ=151 

ｎ=233 

 

●お世話の内容は、全体でみると「家事」が多い。 

●一方、平日１日あたりにお世話に費やす時間が３時間以上の児童・生徒で「見守り」が多くなってい

る。 

・お世話の内容は「家事」が全体で多いが、お世話の時間が長い 
児童・生徒は「見守り」が多い 

 

テーマ 2１ 
ヤングケアラーの実態・特徴を見る 
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お世話の内容（上位３項目）・お世話を必要としている家族別 〔複数回答〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①小学６年生 

≪家事≫                  ≪見守り≫                ≪話を聞く、話し相手になるなど≫ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）ｎが 30 を下回るものについては、参考として図示するに留め、文中では言及をしない。 
  

 

●おおおおおお。 

●「家事」をしている児童・生徒は、“母のみ”、“複数人”で多く、いずれも半数以上となっている。 

●「見守り」は“きょうだいのみ（幼い）”、“きょうだいのみ（それ以外）”で多く、概ね半数以上となって

いる。中学２年生では“祖母のみ”も半数以上となっている。 

・「家事」をしている児童・生徒は母のみ、または複数人のお世話を
している場合で多く、「見守り」をしている児童・生徒はきょうだいの
みのお世話をしている場合で多い 

n=

母のみ 136

父のみ 12

祖母のみ 67

祖父のみ 26

きょうだいのみ
（幼い）

497

きょうだいのみ
（それ以外）

99

その他のみ 34

複数人 560

61.0

66.7

40.3

34.6

29.2

33.3

17.6

57.9

0 50 100
(%)

n=

母のみ 136

父のみ 12

祖母のみ 67

祖父のみ 26

きょうだいのみ
（幼い）

497

きょうだいのみ
（それ以外）

99

その他のみ 34

複数人 560

15.4

25.0

32.8

30.8

60.0

40.4

47.1

26.4

0 50 100
(%)

n=

母のみ 136

父のみ 12

祖母のみ 67

祖父のみ 26

きょうだいのみ
（幼い）

497

きょうだいのみ
（それ以外）

99

その他のみ 34

複数人 560

21.3

25.0

40.3

38.5

30.2

28.3

32.4

29.3

0 50 100
(%)
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お世話の内容×お世話を必要としている家族（上位３項目） 〔複数回答〕 

 
 
 
 

 

②中学２年生 

≪家事≫                  ≪見守り≫                ≪きょうだいの世話や保育所等へ 

送迎など≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③全日制高校２年生 

≪家事≫                  ≪見守り≫                ≪きょうだいの世話や保育所等へ 

送迎など≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）ｎが 30 を下回るものについては、参考として図示するに留め、文中では言及をしない。  

n=

母のみ 98

父のみ 15

祖母のみ 57

祖父のみ 24

きょうだいのみ
（幼い）

304

きょうだいのみ
（それ以外）

73

その他のみ 28

複数人 335

62.2

73.3

38.6

16.7

35.2

30.1

28.6

60.9

0 50 100
(%)

n=

母のみ 98

父のみ 15

祖母のみ 57

祖父のみ 24

きょうだいのみ
（幼い）

304

きょうだいのみ
（それ以外）

73

その他のみ 28

複数人 335

20.4

20.0

54.4

66.7

59.9

57.5

39.3

23.6

0 50 100
(%)

n=

母のみ 98

父のみ 15

祖母のみ 57

祖父のみ 24

きょうだいのみ
（幼い）

304

きょうだいのみ
（それ以外）

73

その他のみ 28

複数人 335

7.1

20.0

1.8

-

47.4

27.4

21.4

17.9

0 50 100
(%)

n=

母のみ 55

父のみ 11

祖母のみ 52

祖父のみ 21

きょうだいのみ
（幼い）

151

きょうだいのみ
（それ以外）

38

その他のみ 25

複数人 180

58.2

45.5

48.1

33.3

51.0

39.5

24.0

52.8

0 50 100
(%)

n=

母のみ 55

父のみ 11

祖母のみ 52

祖父のみ 21

きょうだいのみ
（幼い）

151

きょうだいのみ
（それ以外）

38

その他のみ 25

複数人 180

16.4

27.3

42.3

42.9

56.3

50.0

48.0

19.4

0 50 100
(%)

n=

母のみ 55

父のみ 11

祖母のみ 52

祖父のみ 21

きょうだいのみ
（幼い）

151

きょうだいのみ
（それ以外）

38

その他のみ 25

複数人 180

5.5

-

1.9

-

52.3

18.4

12.0

18.3

0 50 100
(%)

テーマ 2１ 
ヤングケアラーの実態・特徴を見る 
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学校への通学状況・出席状況 〔単数回答〕 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

①小学６年生                         ②中学２年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

③全日制高校２年生 

 

 

 

  

 

●出席状況は、お世話をしている家族の有無に関わらず、「ほとんど欠席しない」の割合が高いが、お

世話をしている家族がいる児童・生徒が欠席をする頻度は高くなっている。 

●遅刻や早退の状況も、お世話をしている家族の有無に関わらず、「ほとんどしない」の割合が高い

が、お世話をしている家族がいる児童・生徒が遅刻や早退をする頻度は高くなっている。 

・お世話をしている家族がいる児童・生徒は、欠席や遅刻・早退をす
る頻度が多い傾向にある 

 

ｎ=

　中学生全体 13,618

お世話をしている
家族がいる 1,122

お世話をしている
家族がいない 12,405

79.2

72.9

79.8

12.8

18.0

12.4

7.6

9.0

7.5

0.3

0.1

0.3

0% 50% 100%

ほとんど欠席しない
たまに欠席する
よく欠席する
無回答

ｎ=

　小学生全体 14,621

お世話をしている
家族がいる 1,748

お世話をしている
家族がいない 12,736

79.0

72.1

80.1

18.1

24.4

17.3

2.1

2.6

2.0

0.8

0.9

0.6

0% 50% 100%

ほとんど欠席しない
たまに欠席する
よく欠席する
無回答

ｎ=

全日制高校
２年生全体 12,346

お世話をしている
家族がいる 623

お世話をしている
家族がいない 11,639

79.2

70.3

79.8

12.5

18.1

12.2

7.9

10.9

7.8

0.3

0.6

0.2

0% 50% 100%

ほとんど欠席しない
たまに欠席する
よく欠席する
無回答
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学校への通学状況・遅刻や早退の状況 〔単数回答〕 

 

 
 
 

①小学６年生                        ②中学２年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

③全日制高校２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ=

　中学生全体 13,618

お世話をしている
家族がいる 1,122

お世話をしている
家族がいない 12,405

84.4

76.7

85.1

12.1

17.0

11.7

2.2

3.8

2.0

1.4

2.4

1.2

0% 50% 100%

ほとんどしない
たまにする
よくする
無回答

ｎ=

　小学生全体 14,621

お世話をしている
家族がいる 1,748

お世話をしている
家族がいない 12,736

82.2

74.5

83.4

14.3

20.4

13.5

1.7

2.4

1.6

1.9

2.7

1.6

0% 50% 100%

ほとんどしない
たまにする
よくする
無回答

ｎ=

全日制高校
２年生全体 12,346

お世話をしている
家族がいる 623

お世話をしている
家族がいない 11,639

86.1

81.2

86.5

11.0

14.8

10.8

1.5

2.2

1.5

1.3

1.8

1.2

0% 50% 100%

ほとんどしない
たまにする
よくする
無回答

テーマ 2１ 
ヤングケアラーの実態・特徴を見る 
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ヤングケアラーの家族構成 〔単数回答〕 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

①小学６年生                        ②中学２年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

③全日制高校２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ=

　小学生全体 14,621

お世話をしている
家族がいる 1,748

お世話をしている
家族がいない 12,736

12.7

14.0

12.5

66.8

65.8

67.1

19.7

19.6

19.7

0.5

0.5

0.5

0.3

0.1

0.1

0% 50% 100%

ひとり親家庭
二世代世帯
三世代世帯
その他世帯
無回答

ｎ=

　中学生全体 13,618

お世話をしている
家族がいる 1,122

お世話をしている
家族がいない 12,405

15.0

16.6

14.8

64.2

58.1

64.8

19.8

23.7

19.5

0.1

0.1

0.1

0.6

1.1

0.6

0.3

0.4

0.2

0% 50% 100%

ひとり親家庭
二世代世帯
三世代世帯
一人暮らし・寮・施設
その他
無回答

ｎ=

全日制高校
２年生全体 12,346

お世話をしている
家族がいる 623

お世話をしている
家族がいない 11,639

17.3

20.4

17.1

60.5

54.7

61.0

19.8

21.5

19.7

0.7

0.6

0.7

1.3

2.1

1.2

0.4

0.6

0.3

0% 50% 100%

ひとり親家庭
二世代世帯
三世代世帯
一人暮らし・寮・施設
その他
無回答

 

●家族構成は、小学６年生ではお世話をしている家族の有無で大きな差異はみられないが、中学２年

生、全日制高校２年生でお世話をしている家族がいる生徒は、「ひとり親家庭」、「三世代世帯」の割

合がやや高くなっている。 

・お世話をしている家族がいる生徒の家族構成は、ひとり親家
庭、三世代世帯がやや多い傾向 
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ヤングケアラーの自覚 〔単数回答〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①中学２年生                            ②全日制高校２年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪国の調査結果≫ 

 

  

テーマ 2２ 
ヤングケアラーの意識を見る 

 

●ヤングケアラーの自覚は、お世話を必要としている家族がいる生徒で「あてはまる」が 10％前後と

なっている。また、「わからない」が 40％台となっている。 

●お世話を必要としている家族がいる生徒で「あてはまる」と思っている割合は、国の調査と比較し

て、中学２年生で 7.5 ポイント、全日制高校２年生で 4.4 ポイント低くなっている。 

・お世話をしている家族がいる生徒で自身が「ヤングケアラー」に 
あてはまると思っている生徒は１割前後 

ｎ=

　中学生全体 13,618

お世話をしている
家族がいる

1,122

お世話をしている
家族がいない

12,405

1.4

8.8

0.8

79.4

41.2

83.1

18.7

46.6

16.0

0.6

3.4

0.2

0% 50% 100%

あてはまる あてはまらない
わからない 無回答

ｎ=

全日制高校
２年生全体 12,346

お世話をしている
家族がいる 623

お世話をしている
家族がいない 11,639

1.4

10.6

0.9

77.2

37.6

79.7

20.7

46.4

19.3

0.8

5.5

0.2

0% 50% 100%

あてはまる あてはまらない
わからない 無回答

ｎ=

　中学生全体 5,558

お世話をしている
家族がいる

319

お世話をしている
家族がいない

5,203

1.8

16.3

0.9

85.0

46.7

87.6

12.5

33.2

11.1

0.7

3.8

0.4

0% 50% 100%

あてはまる あてはまらない
わからない 無回答

ｎ=

全日制高校
２年生全体 7,407

お世話をしている
家族がいる 307

お世話をしている
家族がいない 7,030

2.3

15.0

1.8

80.5

42.3

82.5

16.3

38.8

15.4

0.8

3.9

0.3

0% 50% 100%

あてはまる あてはまらない
わからない 無回答
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生活満足度（平均点）〔単数回答〕 ※小学生：５点満点、中高生：10 点満点 

孤独感（平均点） 〔単数回答〕 ※最大 12 点 合計スコアが高いほど孤独感が高い 

 

 

 

 

 

 
 
 

①小学６年生               ②中学２年生               ③全日制高校２年生 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

①中学２年生                       ②全日制高校２年生 

 
 
 
 
 
 

  

お世話をしている
家族がいる

（n=1,098）

お世話をしている
家族がいない

（n=12,336）

6.98

7.41

0 2 4 6 8 10
(点)

お世話をしている
家族がいる

（n=603）

お世話をしている
家族がいない

（n=11,537）

6.63

6.94

0 2 4 6 8 10
(点)

 

●生活満足度は、お世話をしている家族がいる児童・生徒でやや満足度が低くなっている。 

・お世話をしている家族がいる児童・生徒は、 
生活満足度がやや低い 

 

●孤独感は、お世話をしている家族の有無で大きな差異はみられない。 

・お世話をしている家族の有無で孤独感に大きな差はみられない 
 

お世話をしている
家族がいる

（n=1,105）

お世話をしている
家族がいない

（n=12,272）

5.30

5.25

0 4 8 12
(点)

お世話をしている
家族がいる

（n=611）

お世話をしている
家族がいない

（n=11,579）

5.53

5.55

0 4 8 12
(点)

お世話をしている
家族がいる

（n=1,708）

お世話をしている
家族がいない

（n=12,594）

3.83

4.04

0 1 2 3 4 5
(点)
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お世話をしているためにやりたいけれどできないこと（上位３項目＋「特にない」）〔複数回答〕 

 

 

 

 

 

 

 

①小学６年生                       ②中学２年生 

 
 
 
 
 
 

③全日制高校２年生 
 

 
 
 
 
 

  

n= 623

自分の時間が取れない

睡眠が十分に取れない

宿題をする時間や勉強を
する時間が取れない

特にない

11.6

11.2

11.1

48.8

0 50 100
(%)

n=1,122

自分の時間が取れない

睡眠が十分に取れない

宿題をする時間や勉強を
する時間が取れない

特にない

11.8

9.9

8.8

54.5

0 50 100
(%)

n=1,748

自分の時間が取れない

宿題など勉強する時間がない

眠る時間がたりない

特にない

12.2

8.4

7.0

57.7

0 50 100
(%)

 

●お世話をしているためにやりたいけれどできないことは、「特にない」が半数前後で多くなっている。 

●具体的な内容をみると、年齢に関わらず、「自分の時間が取れない」が多くなっている。 

・お世話をしているためにやりたいけれどできないことは「自分の時間
が取れない」が年齢に関わらず１割超え 

テーマ 2２ 
ヤングケアラーの意識を見る 



 

15 

お世話について相談した経験 〔単数回答〕 

お世話について相談したことがない理由（上位３項目）〔複数回答〕 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

①小学６年生 

 

 

②中学２年生 

 

 

 

③全日制高校２年生 

 
 
 
 
 

①小学６年生                       ②中学２年生 

 

 

 

 

 

③全日制高校２年生 

 
 
 
 
 
  

ｎ=

623 16.5 62.6 20.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ある ない 無回答

ｎ=

1,748 23.9 62.5 13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ある ない 無回答

ｎ=

1,122 18.9 65.4 15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ある ない 無回答

n=1,093

相談するほどの悩みでは
ないから

相談しても何も変わらないから

家族のことを話したくないから

59.0

12.7

6.3

0 50 100
(%)

n= 734

誰かに相談するほどの悩み
ではない

家族外の人に相談するような
悩みではない

相談しても状況が変わるとは
思わない

66.5

12.3

11.0

0 50 100
(%)

n= 390

誰かに相談するほどの悩み
ではない

相談しても状況が変わるとは
思わない

家族外の人に相談するような
悩みではない

62.6

16.7

9.2

0 50 100
(%)

●お世話について相談した経験は、「ない」と回答した児童・生徒が 60％台となっている。相談したこ

とがない理由は、「相談するほどの悩みではないから」が多い。 

・お世話について相談した経験は「ない」が６割台 
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相談する手段の希望 〔複数回答〕 

お世話の悩みを相談されたらどのような対応をとるか 〔複数回答〕 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

①小学６年生               ②中学２年生           ③全日制高校２年生 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

①中学２年生                         ②全日制高校２年生 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

n= 79

直接会って

電話

SNS

電子メール

その他

　無回答

68.4

30.4

25.3

16.5

1.3

3.8

0 50 100
(%)

n= 133

直接会って

電話

SNS

電子メール

その他

　無回答

70.7

24.1

20.3

19.5

3.8

3.8

0 50 100
(%)

n= 268

直接会って

電話

電子メール

SNS

その他

  無回答

68.3

24.3

11.9

9.3

3.7

9.3

0 50 100
(%)

n=12,346

相手の話を最後までしっかり聞く

どうしたらよいか一緒に考える

相手を気づかう姿勢を見せる、寄り添う

大人（学校の先生等）に相談する
ように勧める

率直に何をしてもらいたいか尋ねる

自分では対応できないことを伝える

その他

どうしてよいかわからない

　無回答

84.9

54.4

37.8

28.1

16.3

5.9

0.6

4.0

1.1

0 50 100
(%)

n=13,618

相手の話を最後までしっかり聞く

どうしたらよいか一緒に考える

相手を気づかう姿勢を見せる、寄り添う

大人（学校の先生等）に相談する
ように勧める

率直に何をしてもらいたいか尋ねる

自分では対応できないことを伝える

その他

どうしてよいかわからない

　無回答

86.7

64.4

46.6

38.6

20.5

7.5

0.9

4.3

1.3

0 50 100
(%)

●相談する手段の希望は、年齢に関わらず、「直接会って」が多い。 

●お世話の悩みを相談されたらどのような対応をとるかでは、「相手の話を最後までしっかり聞く」が

多い。 

・相談する手段の希望は「直接会って」が７割前後 

テーマ 2３ 
ヤングケアラーの支援体制について考える 
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学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援 〔複数回答〕 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

①小学６年生                       ②中学２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

③全日制高校２年生 

 
 
 
 
 

 

 

 

  

n=1,122

自由に使える時間がほしい

学校の勉強や受験勉強など
学習のサポート

自分のいまの状況について話を
聞いてほしい

わからない

特にない

13.0

11.2

10.6

11.5

50.0

0 50 100
(%)

n=1,748

自由に使える時間がほしい

自分のことについて話を聞いて
ほしい

勉強を教えてほしい

わからない

特にない

15.7

13.8

13.6

8.3

50.9

0 50 100
(%)

●学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援は、「特にない」が半数前後で多い。 

●具体的な内容をみると、年齢に関わらず、「自由に使える時間がほしい」が多い。 

・学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援は「自由に使える時
間がほしい」が１割以上 

n= 623

自分のいまの状況について話を
聞いてほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談に
のってほしい

わからない

特にない

10.9

10.6

9.5

8.8

46.7

0 50 100
(%)
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学校の「ヤングケアラー」という概念の認識 〔単数回答〕 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 

①小学校 

 

 

 

 

②中学校 

 

 

 

 

 

 

③全日制高校 

 
 
 
 
 

 

  

●学校の「ヤングケアラー」という概念の認識は、いずれも「言葉は知っているが、学校としては特別な

対応をしていない」が多い。 

●また、国の調査と比較して、中学校、全日制高校で「言葉を知っており、学校として意識して対応して

いる」が多い。 

・学校の「ヤングケアラー」という概念の認識は、「言葉は知ってい
るが、学校としては特別な対応をしていない」の割合が最も高い 

ｎ=

県 95

国 754 25.7 15.1

51.6

37.9

48.4

20.2 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉を知らない
言葉は聞いたことがあるが、具体的には知らない
言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない
言葉を知っており、学校として意識して対応している
無回答

ｎ=

県 230

国 260

0.9

0.4

2.6

6.1

60.9

51.0

35.7

41.4 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉を知らない
言葉は聞いたことがあるが、具体的には知らない
言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない
言葉を知っており、学校として意識して対応している
無回答

ｎ=

県 44

国 249 21.3

2.3

15.7

63.6

53.0

34.1

9.6 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉を知らない
言葉は聞いたことがあるが、具体的には知らない
言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない
言葉を知っており、学校として意識して対応している
無回答

テーマ 2３ 
ヤングケアラーの支援体制について考える 
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学校で「ヤングケアラー」の定義に該当すると思われる子どもの有無 〔複数回答〕 

学校で「ヤングケアラー」の定義に該当する子どもがいるか分からない理由（上位２項目）〔複数回答〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①小学校 

 

 

②中学校 

 

 

 

 

③全日制高校 

 
 
 
 
 
 

①小学校                            ②中学校 

 

 

 

③全日制高校 

 
 
 

  

●「ヤングケアラー」の定義に該当すると思われる子どもの有無は、「いる」が小学校で 20％台、中学校

で 30％台、全日制高校で 40％台。国の調査と比較すると、「いる」と回答した学校が少ない。 

●「ヤングケアラー」の定義に該当する子どもがいるか分からない理由は、中学校、全日制高校は参考

値だが、どの学校も「家族内のことで問題が表に出にくく、実態の把握が難しい」が多い 

・「ヤングケアラー」の定義に該当すると思われる子どもが「いる」と回答した
学校は小学校で２割台、中学校で３割台、高校で４割台 

ｎ=

県 44

国 249

40.9

49.8

25.0

16.5

34.1

33.3 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
いる いない 分からない 無回答

ｎ=

県 95

国 754

35.8

46.6

33.7

34.0

30.5

19.4 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
いる いない 分からない 無回答

ｎ=

県 230

国 260

21.3

34.1

55.2

43.3

23.5

21.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
いる いない 分からない 無回答

n= 15

家族内のことで問題が表に出にくく、
実態の把握が難しい

子ども自身やその家族が「ヤングケアラー」
という問題を認識していない

86.7

46.7

0 50 100
(%)

n= 29

家族内のことで問題が表に出にくく、
実態の把握が難しい

子ども自身やその家族が「ヤングケアラー」
という問題を認識していない

89.7

37.9

0 50 100
(%)

n= 54

家族内のことで問題が表に出にくく、
実態の把握が難しい

子ども自身やその家族が「ヤングケアラー」
という問題を認識していない

81.5

33.3

0 50 100
(%)
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①小学校                            ②中学校 

 

 

 

 

 

③全日制高校 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

栃木県ヤングケアラー実態調査 報告書（概要版） 
令和４年 12 月 

 
編集：栃木県保健福祉部こども政策課 

〒320-8501  栃木県宇都宮市塙田１－１－20 
電話 028-623-3067   ＦＡＸ 028-623-3070 

テーマ 2３ 
ヤングケアラーの支援体制について考える 

●ヤングケアラーを支援するために必要だと思うことは、「教職員がヤングケアラーについて知るこ

と」、「子ども自身がヤングケアラーについて知ること」が多い。 

・ヤングケアラーを支援するために必要だと思うことは、「教職員・ 
子ども自身がヤングケアラーについて知ること」の割合が多い 

n= 44

子どもが教員に相談しやすい関係を
つくること

教職員がヤングケアラーについて知ること

子ども自身がヤングケアラーについて
知ること

学校にヤングケアラー本人や保護者が
相談できる窓口があること

学校にヤングケアラーが何人いるか
把握すること

84.1

81.8

79.5

56.8

50.0

0 50 100
(%)

n= 95

教職員がヤングケアラーについて知ること

子ども自身がヤングケアラーについて
知ること

子どもが教員に相談しやすい関係を
つくること

SSW やSCなどの専門職の配置が
充実すること

学校にヤングケアラーが何人いるか
把握すること

86.3

81.1

80.0

58.9

51.6

0 50 100
(%)

n= 230

教職員がヤングケアラーについて知ること

子ども自身がヤングケアラーについて
知ること

子どもが教員に相談しやすい関係を
つくること

学校にヤングケアラーが何人いるか
把握すること

SSW やSCなどの専門職の配置が
充実すること

93.0

90.4

85.7

66.5

64.8

0 50 100
(%)


